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⽇本印度学仏教学会第 71 回学術⼤会 発表原稿 

⽇野 慧運（武蔵野⼤学，eun_hino@musashino-u.ac.jp） 

テンパンマ系統チベット⼤蔵経所収『⾦光明経』について 

̶̶ウランバートル写本所収チベット語訳第⼀訳に関する研究ノート̶̶ 

1. 問題の所在と本研究の⽬的 

チベット語訳『⾦光明経』には，以下の三種の訳本が知られている． 
 

Tib.1 'Phags pa gser ʼod dam pa mdo sdeʼi dbang poʼi rgyal po shes bya ba theg pa chen poʼi 
mdo 5 部 21 品，訳者不明． 

Tib.2 'Phags pa gser ʼod dam pa mdo sdeʼi dbang poʼi rgyal po shes bya ba theg pa chen poʼi 
mdo 10 部 29 品，Jinamitra・Śīlendrabodhi・Ye shes sde 訳，798‒816 年訳出． 

Tib.3 'Phags pa gser ʼod dam pa mchog tu rnam par rgyal baʼi mdo sdeʼi rgyal po theg pa 
chen poʼi mdo 10 部 31 品．法成（Chos grub）訳，817‒836 年訳出． 

 
Tib.1 は現存する梵⽂『⾦光明経』より少しく発展した形を⽰し，Tib.2 はさらに発展し

た形を⽰す．Tib.3 は義浄訳『⾦光明最勝王経』（⼤正蔵 vol.16, No.665）からの重訳であり，
最も発展した形を⽰している． 

チベット⼤蔵経のツェルパ（Tshal pa）系統のカンギュルは，いずれも密部（rgyud）にこ
の三訳を保持している．ところが，テンパンマ（Them spangs ma）系統に属するカンギュ
ルは，それらを経部（mdo）と密部に三訳ずつ，計⼆揃い重複して収録していることが，そ
れぞれの写本⽬録によって確認できる（資料１）． 

梵⽂『⾦光明経』の校訂研究で知られるＪ．ノーベルは，Tib.1 が現存する梵⽂ネパール
写本に近い古形を保つとして重視し，⾃ら Tib.1，Tib.2 を校訂した．しかしながら，ノー
ベルの校訂研究は主にツェルパ系統カンギュルに基づくもので，テンパンマ系統に⾒られ
るこの重複は検討されていない（Nobel［1944: xv‒xxix］）．ノーベル以降にも，この⼆揃い
の『⾦光明経』について，その内容に踏み込んで異同を検討したり，重複の理由を明らかに
した研究は管⾒の限り存在しないようである． 

⼀仏典⼀訳を原則とするチベット⼤蔵経にあって（渡辺［2009: 343］），テンパンマ系統
が『⾦光明経』を密部と経部に⼆揃いも保持することは興味深い．のみならず，この⼆揃い
のいずれかがツェルパ系統所伝本と⼤きく異なれば，既知のチベット語訳とは異なる発展
段階を⽰すことになるわけだから，『⾦光明経』の発展過程を考える上で新たな重要資料と
なるだろう． 
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チベット語訳『⾦光明経』諸本のすべてを網羅的に⽐較調査することは，⻑期的な課題と
せざるをえない．本研究ではその端緒として，テンパンマ系統に属するウランバートル写本
所収の Tib.1 ⼆訳を中⼼に⽐較検討を試みて，全体の⾒通しをつけたい． 

2. ウランバートル写本所収『⾦光明経』の検討 

テンパンマ系統のカンギュルとしては，シェルカルゾン（Shel dkar rdzong）写本とそれ
に基づくロンドン写本（1712 年筆写），ウランバートル写本（1671 年筆写），東洋⽂庫所蔵
の河⼝慧海将来（東京）写本（1856‒78 年筆写），トク・パレス（sTog Palace）写本（1700‒
50 年頃筆写）などが知られている（Eimer［1992］，渡辺［2009］，Miyazaki［2017］）． 

これらのうちウランバートル写本は，⼀部の研究者によって，テンパンマ系統の基となる
テンパンマ写本，あるいは両系統の基となる古ナルタン写本に最も近い形を留めている可
能性が指摘されている（Samten & Niisaku［2015］，⼩野⽥［2003］）． 

2-1. 経の分類と配置について 

このウランバートル写本に収められた『⾦光明経』を列挙すると，以下の通りである． 
 

mDo sde 
Tib.2  No. 289  Vol. 77 ya 1b1‒163b2    
Tib.3  No. 290  (do.)  ya 163b3‒338a7  
Tib.1  No. 334  Vol. 88 ci 339a1‒421a8   

rGyud 
Tib.3  No.581  Vol.108 na 7a8‒173b8   
Tib.2  No.582  (do.)   na 173b8‒321a7 
Tib.1  No.583  (do.)   na 321a7‒399a6 

 
rGyud 部の三訳については，rGyud に分類する点，三訳の配置の順序とも，ツェルパ系

統と同様である． 
⼀⽅，mDo 部の三訳の配置は，明らかにツェルパ系統と異なる． 
Samten & Niisaku［2015: viii‒ix］は，⼀部の経典がテンパンマ・カンギュルでは重複し，

ツェルパ・カンギュルでは重複を避けてテンギュルに移動されている例を⽰し，テンパンマ
写本こそが両系統の基になる古ナルタン写本の分類・配置に忠実である，と説明している．
『⾦光明経』の場合，テンギュルへの移動は確認できないが，重複と分類配列が古ナルタン
写本に由来する可能性はある． 
⼩野⽥［2003］はウランバートル写本の『無量寿経』について，諸カンギュル中で（新）
ナルタン版に最も近いとし，両者の特徴は古ナルタン写本に由来する可能性を⽰唆してい
る．ナルタン版は『⾦光明経』を三訳⼀揃いのみ保持，rGyud 部に分類するが，連続して
Tib.3，Tib.2，離れて同部末尾近くに Tib.1 を配置する．ウランバートル写本 mDo 部の三
訳とは分類の点では異なるが，配置の点では近いと⾔えるかもしれない． 

⼀⽅，『⾦光明経』を mDo 部に分類するものに，古ナルタン写本とは別系統とされる独
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⽴のプダク（Phug brag）写本がある．ただし配置の点ではまったく似ない．ナルタン版，
プダク写本の『⾦光明経』の分類配置は以下の通りである． 

 
Narthan. rGyud（⻑島［1975］） 
Tib.3  No. 489 Vol. 90 na 1b1‒208b7 
Tib.2  No. 490 (do.)  na 208b7‒385a4  
Tib.1  No. 762 Vol. 102 kha-skong 11a1‒94b7 

Phug brag Ms.. mDo sde（Eimer［1993］） 
Tib.3  No.407  Vol.98 nge 1b1‒192a5 
Tib.2  No.408  (do.) nge 193b1‒367a8 
Tib.1  No.409  (do.) nge 368b1‒457a4 

 

2-2. ウランバートル写本所収 Tib.1 ⼆訳の異同̶̶転写⽂字について 

次に，ウランバートル写本 mDo 部所収の Tib.1（以下，U.334），rGyud 部所収の Tib.1
（以下，U.583）について，内容の異同を検討したい．はじめに，冒頭の経題の⾳写表記に
ついて⽐較すると，以下の通りである． 

 
U.334, ci 339a1‒2 
ārya-su-bar-ṇa-pra-bha-sod-ta-ma-su-tren-
dra-rā-dza nā-ma-hā-yā-na-sū-tra 

U.583, na 321a7 
ārya-su-ba-rṇa-pra-bhā-so-tta-ma-sū-tre-
ndra-ra-dza nā-ma mahā-yā-na sū-tra 

 
原題は Suvarṇaprabhāsottamasūtrendrarāja nāma mahāyānasūtra であるから，No.334 には

明らかな誤記（太字下線）がある．また，U.334 と U.583 では，⻑⺟⾳の処理（下線）お
よび結合⽂字の転写（太字，下図 1-4）に相違が⾒られる． 

              
    図 1. U.334 "bar-ṇa"   図 2. U.583 "ba-rṇa"     図 3. U.334 "tre-ndra"    図 4. U.583 " tre-ndra" 

この結合⽂字の構字法について他本と⽐較すると，U.334 の“bar-ṇa”はナルタン版に⽀持
され，U.583 の“ba-rṇa”はツェルパ系の北京版，デルゲ版に⽀持される．しかし U.334 の
“tre-ndra”は他に⼀致せず，U.583 の“ba-rṇa”はナルタン版，北京版，デルゲ版に⽀持され
るので，U.334，U.583 ともいずれのカンギュルと近いとも⾔いがたい．⻑⺟⾳の処理につ
いてはさらに様々で，⼀写本中でも⼀定しない．これが経題以外でも同様であることは，例
えば以下の通りである． 

 
U.334, ci 341a6 
gang-ga 

U.583, na 323a8 
ga-ngga 

Narthan (No.762, kha-
skong 13a3) 
ga-ngā  

Peking (No.176, pha 3b2), 
Derge (No.557, pha 3b2) 
gang-gā 
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2-3. 助辞の融合について 

U.334，U.583 にはともに，助辞や接尾辞が先⽴つ語の末尾字と融合する筆記法が散⾒さ
れる．以下の通りである． 

U 583, na 321b1  ... phyag 'tshalo (for phyag 'tshal lo) 

これは U.583 で顕著であるが，U.334 にも⾒出され，とくに同じ⽂句を繰り返すうちに
助辞の融合が発⽣する以下のような例から，おそらくこれは固有の筆記法というより，省略
形として許容されたものらしいことが窺える．興味深いことに，プダク写本にも同様の省略
形が⾒出せる． 

U.334, ci 339a6 
mi 'khrugs pas ni shar phyogs su// rin chen tog gis lho phyogs su// 'od dpag med kyis nub 
phyogs su// rnga sgra yis ni byang phyogsu (for phyogs su)// 

U.583, na 321b3 
mi 'khrugs pas ni shar phyogsu// rin chen tog gis lho phyogsu// 'od dpag med kyis nub 
phyogsu// rnga sgra yis ni byang phyogsu// 

Phug brag (No.409 nge 369a5-6) 
mi 'khrugs pas ni shar phyogs su// rin chen tog gis lho phyogs* su// 'od dpag med kyis nub 
phyogsu// rnga sgra yis ni byang phyogsu// 
（* 添後字 g に s を添⾜する形で加筆） 

この筆記法は今回⽐較したナルタン版，北京版，デルゲ版には⾒出されなかった．これが
伝承系統によるものか，⼿書き写本と版本の差異によるものかは現時点で不明である． 

2-4. U.583 の挿⼊⽂について 

U.583 の第 10章「堅牢地神品」には，他本にない挿⼊⽂が⾒られる．挿⼊⽂は基字上部
の⺟⾳記号が消されており，傍点様のものが付されている（図 5）．いま挿⼊⽂の復元を試
みつつ，前後の⽂および梵⽂原典とその和訳とあわせて提⽰すれば以下の通りである． 
 

(U.583 na 360a7; U.334 ci 382b1; Narthang kha-skong 52b1; Phug brag nge 416b1: Peking 
34a7; Derge 33a5)  

bdag tshim par gyur / rim gro bgyi ba bgyis par gyur rab tu dga' bar gyur nas /  
(Nobel[1937] 121.15‒122.3)  

ātmānaṃ ca saṃtarpayitvā parimānayitvā saṃpraharṣayitvā  
(岩本[1975] 206)  

そして、教えの味を満喫して満⾜し、法悦に浸った妾は、 
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(U.583, na 360a7‒8) 
phun sum (tsho?)gs par 'gyur ba dang / br(e?)l ph(o?)ngs ma mch(i?)s par th(o?)b par 'gyur 
ba dang / s(e?)ms rtas par 'gyur ba dang / s(e?)ms bd(e?) bar gdugs m(tsha?)n bas par 'gyur 
ba dang / gs(e)r (o)'d dam pa md(o) sd(e)'(i) dbang p(o) rgyal p(o) 'd(i) las (tshi?)g dang 
y(i?) g(e?) 

（私訳） 
幸運(phun sum tshogs pa)になり、貧困(brel phongs)は⽣じなくなるに⾄り、⼼楽しく(sems 
rtas pa)なり、⼼穏やかに(sems bde ba)⽇夜を過ごす(gdugs mthsanbas pa)ようになり、こ
の『⾦光明経』からの語句(tshig)と⽂章(yi ge) 
 

(U.583 na 360b1; U.334 ci 382b2; Narthang kha-skong 52b2; Phug brag nge 416b2: Peking 
34a8; Derge 33a6)  

sa'i phung po dpag tshad stong phrag drug cu rtsa brgyad po 'di nas / sa'i gzhi rdo rje la thug 
pa'i bar du sa'i bcud kyis rnam par 'phel bar bgyi / yang dag par rim gro bgyi /  

(Nobel[1937] 122.3‒) 
ita aṣṭaṣaṣṭiyojanasahasraṃ pṛthivīskandhaṃ yāvad vajramayaṃ pṛthivītalam upādāya 
pṛthivīrasena vivardhayiṣyāmi /  

(岩本[1975] 206)  
⼤地を⾦輪際に⾄るまで六万⼋千由旬にわたって、⼤地の汁液をふえさせ、満ち溢れさすで
ありましょう。 
 

 
図 5. U.583 挿⼊⽂ 

挿⼊⽂は続く na 360b1 とうまく連続せず，唐突に終わるようである．経中にはこれと⼀
致する⽂章はないので，別の箇所を誤って書き写したとは考えられない．ただし内容につい
ては，『⾦光明経』を読誦すれば地神がそれを聞いて法悦に喜び，読誦者に加護を授けると
いう，『⾦光明経』に典型的な説相で，ここに記述されていても不⾃然でないものである． 

3. ⼩結 

以上，甚だ初歩的な検証結果を雑駁に列挙したにすぎないが，現段階で⾔いうることを整
理したい． 
ウランバートル写本が『⾦光明経』を mDo 部三訳，rGyud 部三訳の⼆揃い収録すること

は，テンパンマ写本，さらには古ナルタン写本に由来する可能性がある．このうち rGyud 部
三訳は，分類の点でも三訳の配置においても，ツェルパ系統カンギュルのそれに対応する．
したがって，古ナルタン写本からツェルパ写本への筆写において，rGyud 部三訳の選抜，あ
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るいは rGyud 部三訳への統合が⾏われたことが疑いうる． 
また，（新）ナルタン版『⾦光明経』は分類と配置の点から⾒て，ツェルパ系統のみに基

づくとは考えられず，ツェルパ・テンパンマ両系統，あるいはテンパンマ系統の⼆揃いを勘
合したと考えられる． 
ウランバートル写本の mDo 部，rGyud 部それぞれの Tib.1，U.334 と U.583 との⽐較で

は，章⽴て，巻の構成および内容についても，⼤きな差異は⾒出せない．またこれらとツェ
ルパ系カンギュル（およびこれに基づくノーベルの校訂本）にも⼤差はない．転写⽂字や細
かな字句の相違などは随所に⾒出せるものの，明らかに発展段階の違う底本に基づくとま
では⾔い難い． 

ただし，2-4 で扱った事例から，次の可能性が提⽰できる．すなわち，U.334，U.583 の
底本は相異なるものであったが，筆写後に相互に点検され，相違のないよう添削・修正され
たのではないか，2-4 の事例は誤写ではなく，むしろ消し残された U.583 の独⾃部分ではな
いか，ということである． 

ただし現段階では，これらを検討するにもあまりに証拠が⾜りない．より⼗全な⽂献の検
証を⾏なった上で，改めてこの是⾮を論ずることとする．今は以上の成果を紹介して，公の
批判と助⾔を仰ぐものである． 

【チベット⼤蔵経各版の『⾦光明経』のロケーション】 
別紙「資料１」参照 
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1.9 チベット語訳金光明経 
 

 さて，漢訳に並んで重要な資料として扱われるのが，蔵訳である．本稿で Tib.1と
呼んできたものが訳者不明 Phags pa gser ’od dam pa mdo sde’i dbang po’i rgyal po shes 

bya ba theg pa chen po’i mdo 5部 21品であり44，Tib.2がジナミトラ Jinamitra，シーレ
ーンドラボーディ ZIlendrabodhi，イェシェーデ Ye shes sde訳 Phags pa gser ’od dam pa 

mdo sde’i dbang po’i rgyal po shes bya ba theg pa chen po’i mdo 10部 29品（798–816年訳

出）であって，ともにインド語からの訳出とされる． 

 Tib.3は法成 Chos grub訳 Phag pa gser ’od dam pa mchog tu rnam par rgyal ba’i mdo 

sde’i rgyal po theg pa chen po’i mdo 10部 31品（817–836年訳出）であり，これは義浄に
よる漢訳を蔵訳したもの（漢文蔵訳）である．ノーベルは Tib.3の校訂テキストを Ch.3

の独語訳と併せて刊行している（Nobel［1958］）45． 

 これら三訳の西蔵大蔵経各版におけるロケーションは，烏力吉吉日嘎拉［2014c: 

8–10］がよくまとめている．これに，筆者が現時点で知りうる情報を補足して，以
下に再掲したい．46 

 

Tib.1 : 

ツェルパ Tshal paグループ（東系統） 

・ B (Berlin manuscript Kangyur) : No. 543 (rgyud 14 Band, 1) (Beckh［1914］) ; rGyud, 

Pha 1b1–91a5 (vol. 98). 

・ C (Cone or Co ne blockprint Kangyur) : No. 181 (Mibu［1959］) ; rGyud, Pha 1b1–69b7 

(vol. 14). 

・ D (Derge or sDe dge blockprint Kangyur) : No. 557 (Tohoku) ; rGyud, Pha 1b1–62a7 

(vol. 90). 

                                                        
44 「訳者不明」は東北目録，大谷目録による．  
45 ノーベルは後述する Tib.1，Tib.2 の校訂に使用した資料に加えてラサ版も参照し，Tib.3 に
二種（Tib. III A，Tib．III B）を見出す．さらに Oetke［1977］は，Skt.に対応しつつ付加部分
のみ Ch.3に対応する Tib. IV，Skt.からの訳出なるも後代改竄されたと考えられる Tib. Vを報
告している． 
46 この他に敦煌出土チベット語写本が存在する，上山［1990: 122–123］，Herrmann-Pfandt［2008: 
135, 138–139］を参照．またその一部が Tib.1 より古形を留めることが報告されている，
Simonsson［1957: 178–209］参照． 

hinoeun
タイプライターテキスト
資料１（日野［2018］pp.15-18）

hinoeun
タイプライターテキスト
'

hinoeun
タイプライターテキスト
'

hinoeun
タイプライターテキスト
'
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・ J ('Jan sa tham or Li thang blockprint Kangyur) : No. 514 (Imaeda［1984］) ; rGyud 'bum, 

Pha 1b1–67a7 (vol. 97). 

・ P (Peking blockprint Kangyur) : No. 176 (Otani) ; rGyud, Pha 1b1–63b6 (vol. 7). 

・ U (Urga blockprint Kangyur) : No. 558 (Bethlenfalvy［1980］) ; rGyud 'bum, Pha 

1b1–62a7 (vol. 91). 

 

テンパンマ Them spangs maグループ（西系統） 

・ L (London or Shel dkar rdzong manuscript Kangyur) : No. 203 & No. 408 

(Pagel-Gaffney［1996］) ; mDo, Ci 325a1–399a6 (vol. 65) & rGyud, Na 305b8–378b4 (vol. 

82). 

・ S (sTog Palace manuscript Kangyur) : No. 288 & No. 516 (Skorupski［1985］) ; mDo, Ci 

385a4–473a5 (vol. 86) & rGyud, Na 341b3–430a6 (vol. 103). 

・ T (Tokyo manuscript Kangyur) : No. 285 & No. 510 (斎藤［1977］) ; mDo, Ci 

324b6–406a8 (vol. 91) & rGyud, Na 319b8–394a7 (vol. 108). 

・ V (Ulan-Bator or Ulaanbaatar manuscript Kangyur) : No. 334 & No. 583 (Bethlenfalvy

［1982］, Samten-Niisaku［2015］) ; mDo, Ci 339a1–421a8 (vol. 88) & rGyud, Na 

321a7–399a6 (vol. 108). 

・ Z (Shey or Shel mkhar manuscript Kangyur) : No. 298 & No. 529 ; mDo, Ci 374b3–462a6 

(vol.82) & rGyud, Na 356b4–441a6 (vol. 99).47 

 

その他48 

・ H (Lhasa or La sa blockprint Kangyur) : No. 515 (高崎［1965］) ; rGyud, Da 

                                                        
47 TBRC No. W1PD127393, Tibetan Buddhist Resource Center (http://www.tbrc-jp.org/). 
48 ツェルパ・グループの代表的なカンギュルでは『金光明経』を rGyud（密部）に配し，テン
パンマ（シェルカルゾン）・グループの代表的なカンギュルでは mDo（経部）と密部とに三訳
二揃いを保持している．「その他」という呼称は烏力吉吉日嘎拉［2014c: 8–10］に準じた．以
下これについて若干補足する．ナルタン版については，経典によってテンパンマ・グループに
属する場合と（渡辺［1995: 付録 I］，川崎［2005］，佐藤［2008］，加藤［2010］），ツェルパ・
グループに属する場合とがあり（Skilling［1995］，Harrison［1992a］［1992b］），東西両系を参
照している点で混交型（Mischform）とも呼ばれるが（Eimer［1992: xiii–xxi］），本リストでは
「その他」とし，東西いずれに属すと見るべきかは詳細な検討を待って決定したい．ナルタン
版を底本とするラサ版もこれに準ずる．プダック写本は東西いずれの系統にも属さないとのこ
と（Samten［1992: i–xxxv］，渡辺［1995: 付録 I］）．カンギュル・ペトゥルマは近年制作され
た勘同本である． 
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405b1–504a7 (vol. 89). 

・ N (Narthang or sNar thang blockprint Kangyur) : No. 762 (長島［1975］) ; Kha-skong 

11a1–94b7 (vol. 101). 49 

・ F (Phug brag manuscript Kangyur) : No. 409 (Eimer［1993］) ; mDo sde, Nge 

368b1–457a4 (vol. 98). 

・ CK (Comparative Kangyur or bKa' 'gyur dpe bsdur ma) : CK 585 ; vol. 90, pp. 3–175.50 

 

Tib.2 : 

ツェルパ・グループ 

・ B : No. 542 (rgyud 13 Band, 13) ; rGyud, Pa 194a7–341 (vol. 97). 

・ C : No. 180 ; rGyud, Pa 182a1–312a7 (vol. 13). 

・ D : No. 556 ; rGyud, Pa 151b1–273a7 (vol. 89). 

・ J : No. 513 ; rGyud 'bum, Pa 168a1–302a8 (vol. 96). 

・ P : No. 175 ; rGyud, Pa 157a4–283a6 (vol. 7). 

・ U : No. 557 ; rGyud, Pa 160a1–293a5 (vol. 90). 

 

テンパンマ・グループ 

・ L : No. 183 & No. 407 ; mDo, Ya 1b1‒161a6 (vol. 54) & rGyud, Na 169b2‒305b8 (vol. 

12). 

・ S : No. 240 & No. 515 ; mDo, Ya 1b1–175a3 (vol. 75) & rGyud, Na 178b3–341b2 (vol. 

103). 

・ T : No. 240 & No. 509 ; mDo, Ya 1b1–165a2 (vol. 80) & rGyud, Na 174a2–319b8 (vol. 

108). 

・ V : No. 289 & No. 582 ; mDo, Ya 1b1–163b3 (vol. 77) & rGyud, Na 173b8–321a7 (vol. 

108). 

・ Z : No. 271 & No. 528 ; mDo, Ya 1b1–206a7 (vol. 71) & rGyud, Na 197a6–356b4 (vol. 

99). 

 

その他51 

                                                        
49 なお長島［1975］は大正大学所蔵版に基づくが，総持寺所蔵版に基づくという高崎［1965］
は番号が一ずつずれており（Tib. 1, 2, 3 = Nos. 763, 491, 490)，Hackett［2013］は後者に依る． 
50 Hackett［2013］． 
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・ H : No. 514 ; rGyud, Da 215b2–405b1 (vol. 89). 

・ N : No. 490 ; rGyud, Na 208b7–385a4 (vol. 91). 

・ F : No. 408 ; mDo sde, Nge 193b1–367a8 (vol. 98). 

・ CK : CK 584 ; vol. 89, pp. 460–798. 

 

Tib.3 : 

ツェルパ・グループ 

・ B : No. 541 (rgyud 13 Band, 12) ; rGyud, Pa 26b8–194a7 (vol. 97). 

・ C : No. 179 ; rGyud, Pa 23b1–182a1 (vol. 13). 

・ D : No. 555 ; rGyud, Pa 19a1–151a7 (vol. 89). 

・ J : No. 512 ; rGyud 'bum, Pa 21a1–167b8 (vol. 96). 

・ P : No. 174 ; rGyud, Pa 20a6–157a4 (vol. 6–7). 

・ U : No. 556 ; rGyud, Pa 20a4–159b3 (vol. 90). 

 

テンパンマ・グループ 

・ L : No. 184 & 406 ; mDo, Ya 161a6–340a5 (vol. 54) & rGyud, Na 8a7–162b2 (vol. 12). 

・ S : No. 241 & 514 ; mDo, Ya 175a3–360a5 (vol. 75) & rGyud, Na 7a1–178b3 (vol. 103). 

・ T : No. 241 & No. 508 ; mDo, Ya 165a2–338b7 (vol. 80) & rGyud, Na 7a5–174a2 (vol. 

108). 

・ V : No. 290 & No. 581 ; mDo, Ya 163b3–338a7 (vol. 77) & rGyud, Na 7a8–173b8 (vol. 

108). 

・ Z : No. 272 & 527 ; mDo, Ya 206a7–422a1 (vol. 71) & rGyud, Na 8a1–197a6 (vol. 99). 

 

その他 

・ H : No. 513 ; rGyud, Da 1a1–215b2 (vol. 89). 

・ N : No. 489 ; rGyud, Na 1b1–208b7 (vol. 91). 

・ F : No. 407 ; mDo sde, Nge 1b1–192a5 (vol. 98). 

・ CK : CK 584 ; vol. 89, pp. 80–459. 

 

                                                        
51 所掲の他に，タボ Tabo寺院より蒐集された写本について，Harrison［2009］は mDo sde部
に属する数点（14.0.1–5, 14.0.58, 14.22.1）を Tib. 2に同定している． 




